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スとの関係を，GRP78と CHOP/GADD153の発現量を mRNAによる RT-PCRで評価した．TUNEL染色ではア
ポトーシス核の割合が運動後 2日後にピークとなり，その後徐々に低下し，運動後 7日目にはコント
ロール群と同等になった．一方 GRP78と CHOP/GADD153の mRNAの発現率も，運動後 2日で mRNAの発現
率がピークとなり，運動後7日目でコントロール群とほぼ同等になった．これらの結果はいずれもDOMS
の不快感の経過と同様な経過をたどっていた．つまり DOMSにおいてアポトーシスが起こり，その際小
胞体ストレスがアポトーシスへの誘因の 1つとして働いていることが示唆された． 
